
守田1招  

守田踵ローラーチエンBR形は、精密ローラーを軽量で剛性のある  

リテーナーで保持し、鎖状に連結した形状をもち、それぞれの⊂仁一  

ラー回転軸は直角に交叉して組合わされ、900v溝軌道面上を走行す  

る直線運動用軸受てす。  

ロラー接触角は90て直交しているため、2本カイト’方式を採用す  

れば進行方向以外のすべての方向に負荷することがてき、しかもこ  

ろ力ペリ部のすきま調整力1ボルトの締付により簡単に行なえます。  

（P77取付図参照）  

二定格荷重と寿命  

『別紹ローラーチエンBR形の寿命は次式により求められます。  

呼 び 番 号  主  要  寸  法  mm      リンク数  基本定格荷重  

重量  

gr   
kg   kg   

8R  6   77  6  5．8  13  12  3．0  42  1240  2190   

BR  9   177  9  －8．8  19  18  4．7  28  2170  3800   

8R 12  327  12  11．8  25  22  6．5  23  3220  5600   

BR 15  467  15  14．8  31  28  7．6  18  4180  7560   

巳R 18  649  18  17．8  36  33  8．4  15  5240  8860   

BR 24  1250  24  23．8  48  42  11．0  12  8360  14400   

；定格寿命 単位105m  

（同一軸受グルプを同じ条件で運転  
L＝（鼻音）猪   

L  

した時、その90％が最初の疲労形跡を  

表わすことなく到達し得る始動以来の  

走行距離）  

C；基本動定格荷重   kg  

P。；計算荷重  kg  

ft；温度係数（P8表2参照）  

fw；荷重係数（P8表3参照）  

寸法表中記載の基本定格荷重Cz、C。乙は規定のリンク数の時の値を  

示します。特殊なリンク数でご使用の際は次式により基本定格荷重  

C、C。を求めてください。  

注）基本定枯荷重は規定のりンク数（Z。）の時の値です。  

取付例  

c＝絃）％・Cz  Cz；規定のリンク数ての基本動定格荷重 kg  

C。Z；規定のリンク数での基本静定格荷重 kg  

Co＝・Coz  za；規定リンク数  

Z；使用リンク数  

イ吏用上の注意  

ベアリンクの性能を充分発揮するためには軌道面の硬度力1HRC58－  

64必要です。表面硬化の場合は碩化層1一－2mmとします。表面あら  

さは0．8－S以上が望ましいが、使用条件によっては3・S以下でも使  

用てきます。  
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